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第112号指導資料 算数・数学
－小学校，盲・聾・養護学校対象－

平成18年５月発行鹿児島県総合教育センター

基礎・基本の定着を図る小学校算数科学習指導の充実

－平成17年度｢基礎・基本｣定着度調査の結果を踏まえた指導法の工夫－

鹿児島県教育委員会では平成15, 16年度に

引き続き，平成17年度「基礎・基本」定着度

調査（以下，「今回」という。）を実施した｡

この調査は，学習指導要領が示す基礎的・

基本的な内容のうち，「読み・書き・算」等

の基礎学力について県全体の実態を把握する

とともに，各校の課題を明確にし，きめ細か

な指導法の改善に資するなど，基礎・基本の

定着を目的としたものである。

今回も，平成16年度「基礎・基本」定着度

調査（以下，「前回」という。）と同様に，

小学校第５学年で国語，社会，算数，理科，

中学校第１学年及び第２学年で国語，社会，

数学，理科，英語について，各学年すべての

児童生徒を対象に実施した。

そこで，本稿では今回の算数科の結果につ

いて前回の結果と比較しながら分析するとと

もに，基礎・基本の定着を目指す算数科学習

指導法の工夫改善について述べる。

１ 定着度調査の結果

(1) 算数科・数学科の平均通過率

平均通過率は，前回より約９％低下し

ているものの72.6％であり，基礎・基本

はおおむね定着していると考えられる

（図１)。なお，前回に比べて小学校と中

学校との平均通過率の差が縮まってい

る。各学校においては自校の通過率の低

かった問題の分析と指導の工夫改善を一

層進め，児童の学ぶ意欲や学習の充実感

をより高めながら，小学校で身に付ける

べき算数科の力を確実に定着させていた

だきたい。

図１ 算数・数学における平均通過率

また，今回は問題数が前回より五問増

えているものの，無答率は最も高い問題

でも３％未満であることから，問題数に

よる影響はなかったと考えられる。さら

に，通過率ごとの問題数の割合を調べて

みると，前回に比べ通過率が80％以上の

割合が約24％減り，通過率60%未満の割合

が約14％増えている（図２）ので，補充
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指導等で定着を図る必要がある。なお，今

回は通過率40％未満の問題がなくなってお

り，成果としてとらえることができる。

図２ 通過率ごとの問題数の割合

(2) 領域別・観点別通過率

領域別に通過率を見ると，「量と測定」

と「図形」の領域が前回に比べ20％ほど低

くなっている（図３）。

図３ 各領域における平均通過率

「量と測定」に関しては，前回と同じく

求積公式を利用して面積を求める問題を出

題した。しかし，今回は示された図形から

底辺の長さや高さを読み取り，面積を求積

したり，複合図形の面積を求積をしたりす

るものであったため，通過率が低下したと

思われる。また，「図形」に関しては，条

件に当てはまる図形をすべて選ぶ問題で

あったためと考えられる。

なお，表２は，各領域における平均通過

率よりも10％以上高い問題と低い問題を示
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したものである。特に，問題番号□は大問９

の中で最も平均通過率が高く，４年生で学

習した二つの数量を関係付けて考えること

はよく身に付いているといえる。

表１ 各領域平均通過率からみた問題の分類

領域平均通過率 領域平均通過率領 域
よりも高い問題 よりも低い問題
□-(1) 92.3 % □-(1) 61.1 %１ ３

□-(7) 90.7 % □ 57.1 %
数と計算

１ ８
※

□-(1) 91.2 % □ 41.3 %２ 11 ※

□-(2) 94.3 %２

量と測定 □-(1) 83.7 %６

□-(1) 87.4 % □-(2) 55.7 %４ ５
※

図 形 □-(3) 54.4 %５
※

□-(4) 48.9 %５ ※

□-(1) 94.0 % □-(6) 42.8 %９ １
※

数量関係 □-(2) 82.0 % □-(3) 52.6 %９ 10

□-(1) 91.8 % □-(4) 60.7 %10 10

※の付いている問題は，本文中に改善策を
示している。

図４は，各観点別の平均通過率を示した

ものであるが，すべて70％以上の通過率で

ある。しかし，「知識・理解」は前回に比

べ約17％低下している。「知識・理解」が

軽視されているわけではないが，表面的な

ものとなっていたり，定着が十分でなかっ

たりするのではないかと思われる。

図４ 各観点における平均通過率

また，表３は各観点における平均通過率

よりも10％以上高いものと低いものを示し

たものである。問題番号□は「数学的な考11

え方」で，唯一平均通過率よりも低い問題
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であると同時に，全問題中最低の通過率

であった。また，前回の類似問題も最も

低い通過率であった。よって，これまで

の取組等を再度検討するなど，指導法の

工夫改善が必要である。

表２ 各観点別平均通過率からみた問題の分類

観点別平均通過率 観点別平均通過率観 点
よりも高い問題 よ り も 低 い 問 題

数学的な □-(1) 82.9 % □ 41.3 %７ 11
※

考え方 □-(1) 94.0 %９

□-(1) 92.3 % □-(6) 42.8 %１ １

□-(2) 85.7 % □-(1) 61.1 %表現･ １ ３

□-(7) 90.7 % □-(2) 62.6 %処理 １ ６

□-(1) 91.8 % □-(3) 52.6 %10 10

□-(1) 91.2 % □-(2) 55.7 %２ ５
※

□-(2) 94.3 % □-(3) 54.4 %知識･ ２ ５ ※

□-(3) 83.9 % □-(4) 48.9 %理解 ３ ５
※

□-(1) 87.4 % □ 57.1 %４ ８
※

□-(4) 60.7 %10

※の付いている問題は，本文中に改善策を
示している。

２ 結果を踏まえた改善策

基礎・基本の確実な定着を図るため，今

回特に通過率の低かった問題を例に挙げ，

今後の指導の改善策について述べる。

(1) 「数と計算」領域

答えが400×0.8の式で求められる問題を，□11
下のアからウまでの中から１つ選んで，その番

号を の中に書きましょう。

ア 田んぼで取れた400㎏のもち米を0.8㎏ずつ

ふくろにつめます。米を全部つめるには，ふ

くろはいくついりますか。

イ 赤いテープは400㎝です。赤いテープは白い

テープの0.8倍です。白いテープの長さは何㎝

でしょう。

ウ １ｍのねだんが400円のリボンがあります。

このリボンを0.8ｍ買ったときの代金はいくら

でしょう。

平 均 通 過 率 41.3％

35.7％過 去 類 似 問 題 通 過 率
正 答 ウ

多かった誤答 イ

本問題は「400×0.8」という式が表し

ている内容が理解されているかを問うて

いる。前回も類似問題が出題されてお

り，今回は通過率が，約６％上昇してい

る。なお，国立教育政策研究所の小・中

学校教育課程実施状況調査においても本

問題と類似したものがあり，その通過率

は40.6％となっている。よって，児童に

とって困難を感じる問題といえる。

誤答傾向を調べてみると，「倍」とい

う言葉に着目して「イ」を選択した割合

が最も高い。これは，過去の調査と同様

の傾向を示している。

ところで，今回の□-(4)「2.3×7.6」１

は通過率が75.9％である。つまり，小数

の乗法に関しては，計算技能の習得や正

確な計算力の定着はおおむね満足な状況

ではあるが，問題の意味理解が十分でな

いと考えられる。

これまでに整数の乗法に関しては，一

つ分の大きさを知ってその幾つ分かの大

きさを求めたり，何倍かの大きさを求め

たりする計算として意味付けがされてき

ている。そのため，大部分の児童は「か

け算は何倍かするのだから，答えは必ず

増える」という印象をもっている。とこ

ろが，小数の乗法では必ずしも積が増え

るとは限らないので，このイメージを変

えるとともに，小数の乗法に関する意味

の拡張を図る必要がある。

例えば，次の教科書の問題で考えてみる。

１ｍのねだんが80円のリボンがあります。こ

のリボン□ｍの代金は，何円でしょうか。

教科書（５年上）から

この問題の場合，□が３だとすれば，80×３
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と式表示ができ，下記のように結果を同数累

加で求めていくこともできる。

80×３＝80＋80＋80＝240

ところが，□が0.5だとすれば，「80を0.5回

たす」という解釈のできない状態が生じて，

同数累加の考え方を用いることができくなっ

てしまう。そこで，「被乗数を１とみたと

き，乗数が何に当たる数かを求める」という

見方ができるようにする必要がある。そこ

で，図５のような数直線を示し，「80円を１

とみたとき，３ｍの値段を求める」，「80円

を１とみたとき，0.5ｍの値段を求める」とい

うふうに整数の乗法の意味を小数の乗法にも

拡張していくことが大切である。

図５ 数直線の工夫

また，文章題から問題の意味が読み取れず

その様子がイメージできない，どのような計

算式で取り組めばよいのか分からないといっ

たことにも配慮するようにしたい。そのため

に，題材の総括的診断テストを工夫すること

が考えられる。

例えば，小数の乗法であれば，そこの題材

で学んだことを活用して文章題を解くことが

ほとんどである。これでは，児童が思考して

計算を決定しているとは言い難い。よって，

小数の乗法の問題づくりや除法も混ぜて計算

を決定する場面を意図的に取り入れる等し

て，文章題への取組経験を多くすることが大

切である｡なお，「式をよむ」ことに関しての

指導例は，当センター指導資料の算数・数学

「 」で児童が問題を第108号（通巻第1441号）

１ ３

80

(ｍ)

(円)

0.5

第110作成する活動等を取り入れる指導や，「

」で文章問題中の数値関号（通巻第1475号）

係を明らかにしたり，計算の仕方を導き出し

たりする指導を提起しているので 当センター，

Ｗebページを参照してほしい。

下の正方形のうち， が黒くぬられている□８
２
｜
３

のはどれですか。その記号を の中に書き

ましょう。

平 均 通 過 率 57.1％

76.4％(日本)，56.8％(国際)過 去 類 似 問 題 通 過 率
正 答 オ

多かった誤答 エ・オ(複数回答)，ア

□は第４学年の学習内容であるが，IEA（国８

際教育到達度評価学会）による「国際数学・

理科教育動向調査2003」（略称：TIMSS2003）

で出題された問題と同一である。本県は国際

平均値はやや上回っているものの，全国平均

値からは約20％下回っている。

誤答を分析してみると，エとオの二つを選

択したり，アとしたりしているものが多い。

これは，直観的に判断したものであり，分数

は「単位分数のいくつ分」で表現することや

同じ分数でも異なる形で表せることを十分に

理解していないと考えられる。なお，今回の

２÷３の商を表す商分数は，通過率□-(3)３

83.9％と高いことからも，量として意識さが

せる指導が必要である。

教科書ではテープ図や液量図で単位分数を

取り扱うことが多い。そこで，それ以外にも

具体物等を活用した算数的活動を取り入れ，

分数を多様にとらえさせたい。例えば図６は，

１
折り紙の折り方によって をとらえさせよ

４
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うとしたものである。この活動により，同

１
じ であっても異なる形をしていること

４

や異なる表現があることを見いだせるよう

になる。

図６ 折り紙を活用した単位分数の理解

また，パターンブロック(写真）の利用

も考えられる。パターンブロックは，正三

角形，正六角形，正方形，等脚台形，平行

四辺形，ひし形の六種類の色板積み木の教

図形を多様な観点からみるこ具である。

とができるもので

あるが，これを形

作りという活動か

理解させら分数を

ることも考えられ

写真 パターンブロックる。

例えば，それぞれの作った形から

・ ひし形は正三角形が二つ

・ 等脚台形は正三角形が三つ

・ 六角形は等脚台形が二つ，ひし形

が三つ，正三角形が六つ

などの関係が分かる（図７）。

図７ パターンブロックの利用

１

３

１

２

１

３

１

６

１

２

このことを利用して，それぞれの形を１

と見たときに，別のパターンブロックでど

のように表せるかをほかの図形との関係で

つかませることにより，分数表記の意味を

「１を何等分かしたうちのいくつ分かを表

す」として，確実な意味理解へとつなげる

ことができる。

(2) 「図形」領域

次の四角形について答えましょう。あてはま□５
る図形の記号をすべて書きなさい。

(2)向かい合った２組の辺がそれぞれ平行な四角形

平 均 通 過 率 55.7％
正 答 ア・イ・ウ・オ

多かった誤答 ア・ウ，ウ
(3)２本の対角線が垂直に交わる四角形

平 均 通 過 率 54.4％

正 答 イ・オ
多かった誤答 オ，イ・エ・オ

(4)２本の対角線の長さが等しい四角形

平 均 通 過 率 48.9％

正 答 ア・イ
多かった誤答 ア・イ・ウ，ア，イ

□は，条件に当てはまる図形の記号をす５

べて選ぶ問題である。多かった誤答から

は，提示されている図形の概観を直観的に

判断したことが推測される。このことか

ら，対角線の長さ，対角線の交わり方など

一つの要素を基に論理的に考察し，条件に

合う四角形の仲間を作ることに慣れていな

いのではないかとも考えられる。

例えば，□-(4)の誤答では，ウの平行四５

辺形も対角線の長さが等しいとして選択し

ているものが多い。平行四辺形の定義であ
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る「向かい合った２組の辺が，平行な四角

形」は知っていても，平行四辺形に内包さ

れている角や対角線などの性質は，児童に

とってとらえにくいものである。よって，

図形の学習においては，構成要素による見

方と外形や概観による見方の両方から図形

を観察させ，理解を深める必要がある。そ

こで，図形を図８のようにドット図に描か

せ，構成要素である辺や頂点，あるいは辺

の位置関係を意識させたい。また，図９の

ようにして切り取った，形も大きさも同じ

２枚の三角形を組み合わせて，四角形を作

ることを通して対角線の性質に着目させ，

図形に対する見方や感覚を豊かにさせたい。

図８ 図９

なお，児童にとって白紙に図形を描くと

いうことは意外に難しいものである。よっ

て，ドット図や方眼紙に描くことで構成要

素を十分に意識できるようにさせた後，白

紙に描く時間を十分確保して活動に取り組

ませたい。また，対角線に関しては，意図

的に準備した２本の対角線を示し，その特

徴から四角形を考えさせ，四角形の性質と

してとらえさせたい。

(3) 「数量関係」領域

□－(6) ６＋0.3×５＜平成17年度＞ １

□－(4) ８＋0.5×３＜平成16年度＞ １

平 均 通 過 率 42.8％
36.6％(県)過 去 類 似 問 題 通 過 率

正 答 ７.５
多かった誤答 ３１.５

四則混合の式の計算である。前回に比べ

通過率が約６％上がってはいるが，重点的

な指導が必要と思われる問題である。

四則混合の式に関しては，第４学年で学

習するが，その際に，計算規則の必要性を

実感させる指導の工夫が求められる。その

ためには，計算規則を知らせず，計算に取

り組ませることから始めたい。例えば，

８－４÷２×３＋５

という計算では，８－４，３＋５，４÷２

のいずれかを優先して計算すると，すべて

の演算結果が異なる。このことから，計算

規則の必要性を実感できるのである。つま

り，教えることを先にするのではなく，さ

せてみることで算数のよさを実感させると

いう指導も必要なのである。

このほかにも，四則混合の計算に関する

指導の工夫改善について指導資料の算数・

数学「 」でも具第110号（通巻第1475号）

体的な場面を挙げて述べているので，参考

にしていただきたい。

各学校においては，今一度，児童の実態を

詳細に分析し，基礎・基本の確実な定着がで

きているかを評価していただきたい。また，

指導の工夫改善として，授業の中に，児童が

実際に調べてみる，やってみるなどの算数的

活動を取り入れ，本当によく分かる，よくで

きるという実感をもたせ，「算数が好き」と

いう児童を育てていただきたい。

学ぶことの楽しさや充実感を味わわせる算

数の授業が多くの学校で実践されることを期

待したい。

（教科教育研修課）


